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交通事故発生状況 

　総件数 
　人身事故 

　　死　者 
（うち高齢者） 

（うち高齢者） 
　　傷　者 
　物損事故 

170件 
22件 

1人 

＋5 
±0

（14） （＋4） 

（1） （＋1） 
±0

23人 
148件 

－2 
＋5

件数内訳 平成２２年4月末 前年比 

※高齢者＝65歳以上 

5月の納税 

軽自動車税s1期 
納 期 限s5月31日（月） 
口座振替s5月26日（水） 

男 
女 
合　計 
世帯数 

3月末現在 

人 
人 
人 
世帯 

4月末現在 月間増減 
出　生 

－ 
－ 
－ 
 

死　亡 転　入 
自然動態  社会動態  

人 
人 
人 
世帯 

人 
人 
人 
世帯 

12,668 
13,826 
26,494 
8,286

5 
5 
10

12,636 
13,814 
26,450 
8,298

32 
12 
44 
12

12 
8 
20

16 
25 
41

41 
34 
75

転　出 

人口の動き 

編
集
後
記 

広
告 

広
告
の
お
申
し
込
み
は 

秘
書
・
広
報
課
ま
で 

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

は
好
天
に
恵
ま
れ
、
恐
竜

博
物
館
を
始
め
市
内
観
光

地
は
多
く
の
観
光
客
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
長
尾
山

周
辺
の
渋
滞
対
策
で
始
め

た
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
よ
る

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
作

戦
が
功
を
奏
し
て
、
今
年

は
大
き
な
渋
滞
が
起
き
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。 

　
今
年
は
恐
竜
博
物
館
会

館
１０
周
年
記
念
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
ま
す
。
さ
ら
に
多
く
の

人
が
勝
山
に
来
ら
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。 
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それ泳げ～ それ泳げ～ 
　4月30日にゆめおーれ広場で、ケイテー保
育園の子どもたちが鯉のぼりをあげました。 
　このあと、みんなで鯉のぼりの歌を合唱して
青空を泳ぐ姿をながめました。 

　4月30日にゆめおーれ広場で、ケイテー保
育園の子どもたちが鯉のぼりをあげました。 
　このあと、みんなで鯉のぼりの歌を合唱して
青空を泳ぐ姿をながめました。 

（115）

木
下
吉
郎
右
衛
門
墓
と

天て
ん

爵し
ゃ
く

大だ
い

神じ
ん

「
木
下
吉
郎
右
衛
門
墓
」
が
坂
東
島
と
栃と

ち

原は
ら

と

の
間
の
旧
県
道
の
脇
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

墓
の
墓
誌
銘
に
は
、
建
て
た
趣
意
が
書
か
れ
て
い

る
。正

面
、「
木
下
吉
郎
右
衛
門
墓
」

裏
面
、「
舊
此
通
路
煩
嶮
行
人
爲
難
伊
知
地
四

ヶ
村
財
出
開
鑿
之
偶
工
事
中
爲
崖
石
所

摧
壓
而
死
喪
　
明
治
二
十
有
一
年
三
月

十
三
日
　
行
年
二
十
三
才
有
志
者
建

之
」

右
面「
建
地
寄
附
三
尺
四
尺
　
竹
嶋
父
左
ヱ
門
」

正
面
に
は
「
木
下
吉
郎
右
衛
門
の
墓
」
と
書
か

れ
、
裏
面
に
は
、「
此
の
通
路
は
通
行
人
に
険
し

く
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
知
地
な
ど
四
ヶ
村
が

財
を
出
し
開
削さ

く

工
事
を
し
た
。
た
ま
た
ま
工
事
中

に
落
石
の
た
め
に
圧
死
し
た
。
明
治
二
十
一
年
三

月
十
三
日
、
二
十
三
才
。
有
志
者
が
建
て
る
」
と

あ
る
。
そ
し
て
、「
竹
嶋
父
左
衛
門
が
三
尺
に
四

尺
の
土
地
を
寄
附
し
た
」
と
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
立
派
な
墓
が
建
て
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
は
、
こ
の
事
業
で
不
慮
の
事
故
で
命
を
失
っ

た
た
め
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
事
業
で
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
は
坂ば

ん

東ど
う
ほ
う

崎き

と
よ
ば
れ
、
時
々
落
石
が
あ

る
峻
険
な
道
で
あ
っ
た
。
人
馬
の
通
行
が
で
き
た

が
、人
力
車
や
馬
車
の
通
れ
る
道
で
な
い
た
め
に
、

車
道
に
改
修
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
車
道
へ
の
改
修
事
業
を
し
た
の
が
天
爵
大

神
で
、
本
名
を
水
谷
忠た

だ

厚あ
つ

と
い
い
、
名
古
屋
藩
士

で
あ
っ
た
。
忠
厚
は
愛
知
県
内
で
道
路
改
修
工
事

を
指
導
し
、
愛
知
県
で
は
時
の
人
と
し
て
新
聞
に

取
り
上
げ
ら
れ
た
。
東
本
願
寺
法
主
大
谷
光こ

う

勝し
ょ
う

を

と
も
な
っ
て
福
井
県
に
や
っ
て
来
て
、
明
治
十
九

年
か
ら
二
十
一
年
に
か
け
て
、
吉
崎
御
坊
の
入
口

の
鋸

の
こ
ぎ
り

坂ざ
か

、
永
平
寺
道
の
越こ

え

坂さ
か

、
福
井
と
梅う

め

浦う
ら

と

の
四
ヶ
浦
街
道
の
大
森
近
在
な
ど
と
と
も
に
、
坂

東
　
崎
の
改
修
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

天
爵
大
神
は
東
野
の
蓮
照
寺

れ
ん
し
ょ
う
じ

や
篤
志
家
の
旧
家
を

宿
所
と
し
て
、
近
在
の
村
々
を
廻
っ
て
寄
附
を
つ

の
っ
た
。
工
事
を
監
督
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
鍬

を
振
る
い
畚

も
つ
こ

を
か
つ
ぎ
、
二
十
一
年
四
月
に
竣
工

し
た
。
こ
の
旧
家
に
は
今
も
掛
軸
が
残
さ
れ
、
ま

た
天
爵
大
神
は
曹
洞
宗
で
あ
っ
た
の
で
、
遺
族
は

着
用
し
た
礼
装
を
永
平
寺
に
寄
進
し
た
。

参
考
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